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ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
誇
り

ハ
ワ
イ
の
日
系
人十

六
回
生

千
里
山
会
の
皆
さ
ま
の
な
か
に
は
、
ハ
ワ
イ
を
ご
存
知
の
方
が
大

勢
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
回
安
ノ

0

ハ
ワ
イ
の
良
さ
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、

気
候
、
景
街
]
な
ど
自
然
の
美
し
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
日
本
人

に
と
っ
て
は
、
緊
張
感
が
な
え
居
心
地
の
良
い
場
所
で
あ
る
。
ハ

ワ
イ
で
は
日
系
人
の
地
位
が
非
常
に
高
い
こ
と
が
理
由
の
一
つ
だ
と

思
フ
。

1
0
0年
以
上
前
に
始
ま
っ
た
農
業
移
民
の
時
代
、
日
系
人

世
片
運
動
の
あ
っ
た
時
代
、
日
系
人
は
二
J

盤
巾
民
、
歓
迎
さ
れ
ざ
る

外
国
人
と
さ
れ
、
戦
争
が
始
ま
る
と
ム
忌
民
は
敵
性
外
国
人
と
し
て
扱

わ
れ
た
。
で
は
今
の
日
系
人
の
控
他
は
ど
の
よ
う
に
築
か
れ
た
の

か
。
日
系
人
の
叢
刀
の
蓑
禁
あ
っ
た
か
ら
と
か
、
時
代
が
変
わ
っ

た
か
ら
と
い
う
の
は
簡
単
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
誇
り
高

い
日
系
人
が
発
揮
し
た
不
屈
の
悼
碍
と
、
日
本
憎
し
と
い
う
風
潮
が

い
う
歴
史
が
あ
る
。一

世
の
親
は
、
家
名
に
泥
を
ぬ
る
な
と
言
つ

て
、
出
征
す
吾
息
子
を
見
送
っ
た
と
い
恒
三
民
主
党
上
院
議
員
で
あ

っ
た
ダ
ニ
エ
ル
(
「
ダ
ン
」
)

・イ
ノ
ウ
エ
氏
は
、
高
校
を
で
た
あ

と
外
科
医
を
め
ざ
し
、
ハ
ワ
イ
大
学
医
子
部
に
在
学
し
て
い
た
。
1

9
4
3年
、
日
系
人
か
ら
な
る
4
4
2連
隊
が
編
成
さ
れ
る
や
直
ち

に
志
願
、
題
警
れ
た
の
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
線
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の

降
伏
が
数
週
間
後
に
追
っ
て
い
た
1
9
4
5年
4
日
代
イ
タ
リ
ヤ
北

部
の
山
岳
に
立
て
こ
も
る
ド
イ
ツ
軍
の
撃
破
を
命
じ
ら
れ
た
。
小
隊

長
で
あ
っ
た
イ
ノ
ウ
エ
は
、
丘
に
立
て
こ
も
る
敵
陣
に

ωメ
ー
ト
ル

足
ら
ず
の
距
離
ま
で
這
い
上
が
り
、
右
手
に
持
つ
手
権
弾
の
伝
短
目
を

切
り
、
投
げ
よ
?
と
右
腕
を
あ
げ
た
途
端
、
肘
に
敵
曹
を
受
け
る
。

右
腕
は
だ
ら
り
と
一一周
か
ら
垂
れ
下
が
り
、
血
を
吹
い
て
い
る
。
信
回
管

を
切
ら
れ
た
手
檎
弾
は
ま
だ
右
手
に
握
っ
た
ま
ま
だ
。
数
秒
で
爆
発

す
る
。
イ
ノ
ウ
エ
は
附
墜
に
手
砲
弾
を
左
手
に
も
ち
か
、
ぇ
、
次
の
弾

を
装
填
し
ょ

2」して
い
る
敵
兵
に
吹
け
つ
け
た
。
(
同
氏
自
伝
か

ら
)
。右

腕
の
な
い
こ
の
上
院
議
員
は
、
知
る
ひ
と
ぞ
知
る
ア
メ
リ
カ
の

本
雄
で
あ
り
、
名
誉
職
と
は
い
え
、
上
院
仮
議
長
と
し
て
大
統
領
継

支
配
し
て
い
た
こ
の
時
代
に
、
少
数
の
白
人
た
ち
が
日
系
人
に
理
解

を
示
し
、
日
系
人
か
ら
信
頼
を
得
て
い
た
こ
と
、
こ
れ
ら
の
事
実
が

織
り
な
し
た
歴
史
に
注
目
し
た
い
。
そ
の
よ
う
な
人
た
ち
を
代
表
す

る
一
人
の
日
系
ア
メ
リ
カ
人
と
、

一
人
の
白
人
ア
メ
リ
カ
人
を
紹
介

し
て
み
た
い
。

ハ
ワ
イ
は
1
9
5
9年
5
月
1

ア
メ
リ
カ
m
四
番
目
の
州
と
し
て
合

衆
国
に
併
合
さ
れ
た
。
現
在
の
人
口
1
4
0
万
強
、
う
ち
%
万
以
上

が
オ
ア
フ
島
に
住
む
。
併
合
の
あ
と
白
人
人
口
が
増
え
た
が
、
あ
と

は
フ
ィ
リ
ピ
ン
系
、
日
系
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
系
、
中
国
系
ま
ど
。
ア
ジ

ア
系
を
合
計
す
る
と

ω
%を
超
え
る
の
で
、
白
人
に
も
マ
ジ
ヨ
リ
テ

イ
音
識
は
な
く
ハ
ワ
イ
の
人
た
ち
は
異
人
種
の
混
合
が
当
然
と
思

っ
て
い
る
よ

P

品
、
歴
代
知
事
も
白
人
、
日
系
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
系
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
系
L
ゑ
彩
で
あ
る
。

日
系
人
の
地
位
に
つ
い
て
言
え
ば
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る

日
系
人
部
隊
の
活
躍
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
戦
時
中
、
日
系
人

の
多
く
が
敵
性
外
国
人
と
し
て
本
土
各
地
や
ハ
ワ
イ
の
キ
ャ
ン
プ
に

移
さ
れ
、
そ
の
子
弟
が
志
願
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
勇
敢
に
戦
っ
た
と

承
順
位
二
番
目
と
い
主
両
い
唾
住
い
登
り
つ
め
た
。
余
談
だ
が
、
私

に
は
懐
か
し
い
思
い
出
が
あ
る
。
あ
る
旅
行
か
ら
の
帰
り
、
ロ
ス
ア

ン
ジ
エ
ル
ス
か
ら
ホ
ノ
ル
ル
行
き
の
フ
ラ
イ
ト
に
事
来
し
た
。
通
路

側
の
席
に
座
る
と
、
そ
の
あ
と
乗
蕃
貝
の
幸
専
で
入
っ
て
き
た
イ
ノ

ウ
エ
議
員
が
、
私
の
右
隣
の
席
に
つ
い
た
の
で
あ
る
。
私
は
、
、
民

皆
露
足
、
と
だ
け
声
を
か
け
た
が
、
彼
は
さ
か
ん
に
咳
き
込
ん
で
、
苦

し
そ
う
に
ハ
ン
カ
チ
を
口
に
当
て
て
い
た
O

軽
い
彦
九
が
な
か
な
か

止
ま
ら
な
い
。
飛
行
機
が
離
陸
し
た
あ
と
、
私
は
た
ま
た
ま
持
っ
て

い
た
咳
止
め
の
ド
ロ
ッ
プ
会
袋
か
ら
数
個
取
り
出
し
、
両
座
席
の
境

に
あ
る
肘
掛
に
お
い
た
。
彼
は
ひ
と
つ
な
め
終
わ
る
と
ま
た
次
へ
と

手
を
出
し
、
私
が
新
た
に
取
り
出
し
た
ド
ロ
ッ
プ
を

5
時
間
の
飛

行
宅
す
っ
と
紙
め
て
い
た
。
ホ
ノ
ル
ル
空
港
に
着
く
主
夜
の

m時
を

過
ぎ
て
い
た
。
も
う
医
者
-h
蕃
周
も
し
ま
っ
て
い
る
。
私
は
袋
の

残
り
を
全
部
彼
に
渡
す
と
、
か
れ
は
に
や
り
と
笑
っ
て
領
き
、
袋
を

左
ポ
ケ
ッ
ト
に
収
め
た
。
構
か
乗
務
員
の
誘
導
で
出
口
に
向
か
う

問
、
他
の
来
客
は
静
か
に
座
席
に
つ
い
た
ま
ま
、
こ
の
ア
メ
リ
カ
の

英
雄
が
出
口
に
消
え
る
の
を
見
送
っ
て
い
た
。
機
内
で
彼
は
乗
務
員

の
サ
ー
ビ
ス
に
た
い
し
て
も
、
私
と
も
、
一

言
も
し
ゃ
べ
ら
ず
、
左
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手
の
ジ
ェ
ス
チ
ュ
ア
!
と
宝
謹
唄
乞
使
っ
た
だ
け
だ
っ
た
。
翌
朝
の
新

聞
で
そ
の
日
、
イ
ノ
ウ
エ
議
鳥
か
ワ
イ
キ
キ
の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
る

在
郷
軍
人
の
集
ま
り
で
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
の
お

よ
そ
1
年
後
の
2
0
1
2年
2
月
、
イ
ノ
ウ
エ
蕃
員
は
呼
吸
不
全
が

原
因
で
、

∞山
年
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
ハ
ワ
イ
の
国
立
墓
地
で
行
わ
れ

た
葬
議
に
は
、
オ
パ
マ
大
統
領
も
参
列
し
た
。

2
0
1
7年
は
じ

め
、
ハ
ワ
イ
の
州
斐
冨
は
、
ホ
ノ
ル
ル
国
際
容
寵
を
ダ
ニ
エ
ル
・
ケ

ン
・
イ
ノ
ウ
エ
国
際
牢
港
ト
品
名
し
た
。
イ
ノ
ウ
エ
議
員
の
こ
と
を

詳
し
く
書
い
た
が
、
先
の
大
戦
中
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
ジ
ア
で
活
躍

し
た
日
系
人
の
洗
語
は
数
し
れ
な
い
。

ト
ル
|
マ
ン
大
統
領
は
、
戦

後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
引
き
上
げ
て
き
た
日
系
部
隊
を
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ

ス
に
招
杢
「
諸
君
は
敵
ほ
か
り
で
な
く
、
偏
見
と
も
戦
い
、
そ
し

て
勝
っ
た
の
だ
」
と
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
、
感
謝
状
を
贈
っ
た
と

い・っ。次
に
一
人
の
ア
メ
リ
カ
人
-
太
平
洋
戦
争
の
前
夜
か
ら
戦
中
、
戦

H倭
乞
通
じ
、
一
貫
し
て
日
系
人
に
理
解
を
し
め
し
た
人
物
が
い
る
。

当
時
ホ
ノ
ル
ル
響
察
に
勤
務
し
、
の
ち
に
下
院
議
員
、
そ
し
て
ハ
ワ

ど
の
州
で
も
よ
い
。
み
な
さ
ん
の
州
を
相
手
に
こ
の
よ
う
な
法
案
が

提
出
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
ど
う
し
ま
す
か
?
こ
れ
が
ア
メ
リ
カ
か
と

疑
い
た
く
な
る
よ
う
な
仕
打
ち
を
さ
れ
た
ら
?
ハ
ワ
イ
だ
け
特
別

な
の
で
す
か
?
ハ
ワ
イ
の
市
民
、
外
国
系
の
人
た
ち
が
非
ア
メ
リ
カ

人
で
あ
る
と
い
主
証
拠
で
も
あ
る
の
で
す
か
9

日
本
人
は
法
律
を

守
る
善
良
な
市
民
た
ち
で
す
。
彼
ら
が
日
本
に
愛
着
を
持
つ
の
は
当

然
で
す
。
こ
う
し
た
出
身
母
国
へ
の
霊
室
し
に
、
果
た
し
て
良
き

ア
メ
リ
カ
人
で
あ
る
と
言
え
ま
す
か
ワ
み
な
さ
ん
、
ア
メ
リ
カ
人

ら
し
く
あ
り
ま
し
さ
三
正
義
は
平
等
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

(パ

l
ン
ズ
伝
記
よ
り
、
筆
者
抄
芭
。

戦
争
の
危
機
が
迫
り
、
日
系
人
へ
の
風
当
た
り
が
強
ま
る
な
か

で
、
公
職
に
あ
り
な
が
ら
堂
々
と
主
張
を
の
ベ
た
パ
l
ン
ズ
氏
は
、

ま
さ
に
ア
メ
リ
カ
の
良
心
で
あ
る
と
思
う
。

F
B
I
の
シ
パ
ー
ス
氏

も
良
識
あ
る
人
で
あ
っ
た
。
真
珠
湾
攻
撃
の
1
週
間
忠
則
、

F
B
I
は

攻
撃
の
情
報
を
つ
か
ん
で
い
た
。
シ
パ

l
ス
氏
が
密
か
に
パ

l
ン
ズ

氏
に
こ
れ
を
知
ら
せ
た
と
き
、
彼
の
自
に
一
挟
が
う
か
ん
で
い
た
と
い

う
。
ア
メ
リ
カ
全
土
の
こ
う
し
た
風
潮
の
中
で
、
ホ
ノ
ル
ル
警
察
や

イ
州
知
事
を
つ
と
め
た
ジ
ョ
ン
〉
・パ
l
ン
ズ
氏
で
あ
る
。
整
問
ハ

ワ
イ
に
住
む
多
く
の
日
系
人
の
家
庭
で
は
、
自
宅
に
神
棚
を
ま
つ

り
、
天
皇
、
皇
后
の
写
真
や
、
日
の
丸
を
か
ざ
る
の
が
普
通
だ
っ

た。

1
9
3
7年
、
支
那
事
変
が
始
ま
る
と
、
千
人
針
の
腹
巻
や
、

金
銭
を
中
国
で
戦
う
日
本
の
兵
隊
に
送
り
、
中
国
大
陸
で
の
日
本
軍

の
進
撃
に
務
き
立
っ
た
E

日
米
堅
議
が
高
ま
る
中
、
ア
メ
リ
カ
政
府

が
、
い
っ
た
ん
日
本
と
の
戦
争
が
は
じ
ま
れ
ば
、
こ
の
日
系
人
た
ち

は
果
た
し
て
ア
メ
リ
カ
に
忠
誠
で
い
る
だ
ろ
う
か
と
懸
念
し
た
と
し

て
も
不
回
議
で
な
い
。
当
時
ハ
ワ
イ
に
住
む
日
系
人
は
日

万
人
、
そ

の
う
ち
一
世
が
3
万
7
千
人
い
た
O

こ
う
し
た
中
、
ホ
ノ
ル
ル
務
暴

は
署
内
に
F
B
I
に
協
力
す
る
組
織
と
し
て
諜
報
部
を
発
足
さ
せ
、

当
時
刑
事
部
に
い
た
パ
|
ン
ズ
氏
を
責
任
者
に
あ
て
た
O
F
B
I
側

の
担
当
は
ロ
パ
!
ト

・
シ
パ
l
ス
氏
で
あ
っ
た
二
葉
議
会
の
不
安

が
高
ま
り
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ
l
州
選
出
の
議
員
が
、
ハ
ワ
イ
準
州
を
民

間
政
府
か
ら
軍
事
政
府
に
奪
え
る
べ
し
、
と
い
う
戒
整
基
季
乞
提

出
し
た
。

1
9
4
1年
U
月
飽
目
、
日
刊
主
要
紙
「
ホ
ノ
ル
ル

・
ス

タ
l
・
ブ
レ
テ
イ
ン
」
に
投
稿
が
あ
っ
た
。
署
名
は
J
・
B-と
あ

る
。
「
ペ
ン
シ
ル
パ
ニ
ア
、
ミ
ネ
ソ
タ
、
ウ
エ
ス
ト
パ
ー
ジ
ニ
ア
、

F
B
I
に
バ

l
ン
ズ
氏
や
シ
パ

l
ス
氏
が
い
た
こ
と
は
、
不
字
な
時

代
に
あ
り
な
が
ら
日
系
人
に
は
ラ
ッ
キ
ー
な
こ
と
で
あ
っ
た
ι

開
戦

の
あ
と
、
連
邦
政
府
は
、

ア
メ
リ
カ
に
住
む
全
て
の
日
系
人
を
収
容

所
に
送
る
よ
λ
ゐ
じ
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
を
中
心
に
西
海
岸
か
ら

は
包
万
人
の
日
系
人
が
米
本
土
各
地
の
キ
ャ
ン
プ
に
送
ら
れ
た
。

ハ
ワ
イ
で
キ
ャ
ン
プ
に
送
ら
れ
た
日
系
人
の
数
は
、
僧
侶
、
日
本

語
学
校
の
校
長
な
ど
、
リ
ー
ダ
ー
職
に
あ
る
人
た
ち
中
心
に
、

I
，

4
4
4人
に
と
ど
ま
っ
た
。
日
系
人
の
人
口
は
当
時
の
ハ
ワ
イ
全
人

口
の
ヲ
%
を
し
め
、
経
済
的
に
む
社
会
的
に
た
ハ
ワ
イ
に
は
日

系
人
は
必
要
だ
と
、
パ

l
ン
ズ
氏
ら
が
働
き
か
け
た
た
め
で
あ
る
。

戦
争
の
な
か
ば
、
ア
メ
リ
カ
陸
軍
は
日
系
人
子
弟
か
ら
な
る
日
系

人
戦
闘
部
隊
を
作
る
と
い
ろ
垂
事
乞
行
っ
た
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

か
ら
2
千
5
百
人
、
ハ
ワ
イ
準
州
か
ら
千
5
百
人
の
志
願
兵
宇
募
る

と
い
う
構
想
で
あ
っ
た
が
、
ハ
ワ
イ
で
志
願
し
た
著
者
は
1
万
人
近

く
に
達
し
た
と
い
う
。
結
局
、
ハ
ワ
イ
か
ら
2
千
5
百
人
が
選
ば

れ、

4
4
2連
隊
が
結
成
さ
れ
た
O

日
系
人
を
庇
っ
て
き
た
パ

i
ン

ズ
氏
は
日
系
の
若
者
に
た
い
し
、

ア
メ
リ
カ
市
民
と
し
て
感
薗
心
を

示
す
よ
い
懲
巧
た
と
激
励
し
た
と
い
え
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戦
争
が
終
わ
り
に
近
づ
き
、
ア
メ
リ
カ
で
は
終
戦
で
寵
員
す
ゑ
有

者
の
塾
尺
職
業
へ
の
復
帰
が
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
。
ハ
ワ
イ
で

も
同
様
で
あ
る
。
負
傷
し
て
ロ
ー
マ
の
病
院
に
い
る
ハ
ワ
イ
出
身
の

日
系
人
兵
が
親
に
あ
て
、
「
俺
た
ち
は
命
を
か
け
て
ア
メ
リ
カ
の
た

め
に
戦
っ
た
。
し
か
し
、
ハ
ワ
イ
に
帰
る
と
ま
た
二
級
市
民
に
戻
る

の
で
す
か
」
と
書
い
て
き
た
ゆ
薮
の
日
系
の
有
撃
主
ん
ち
を
中
心

に
、
日
系
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
っ
た
パ
l
ン
ズ
氏
も

加
わ
り
、
復
員
兵
士
へ
の
対
応
、
ハ
ワ
イ
社
会
の
改
革
、
将
来
の
合

衆
国
へ
の
併
合
な
ど
の
課
題
か
ら
、
民
主
党
の
立
て
直
し
へ
と
議
論

が
進
ん
だ
ι

パ
i
ン
ズ
氏
は
警
笠
宮
を
や
め
、
整
民
家
に
転
向
し
た
。
彼
が
目

指
し
た
の
は
、
存
在
と
は
名
ば
か
り
の
民
主
党
の
立
て
直
し
で
あ
っ

た
。
理
想
は
あ
っ
て

h
資
金
も
な
い
、
人
も
い
な
い
。
整
削
か
ら

元
ハ
ワ
イ
王
朝
シ
醤
携
し
、
ハ
ワ
イ
の
政
子
よ
}
牛
耳
っ
て
き
た
共
和

党
の
壁
は
厚
か
っ
た
。一

方
、
ダ
ニ
エ
ル

・イ
ノ
ウ
エ
氏
は
、
退
役

大
尉
と
し
て
奮
貝
し
た
あ
と
、
ハ
ワ
イ
大
学
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
ジ
ョ

ー
ジ
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
で
法
律
や
学
び
、
ハ
ワ
イ
に
か
え
っ
て
弁
護

デ
イ
ピ
ツ
ド

・
イ
ゲ
氏
で
あ
る
。
イ
グ
氏
の
父
は
戦
時
中
4
4
2連

隊
に
所
属
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
線
で
戦
っ
た
。

パ
l
ン
ズ
氏
は
連
邦
下
院
議
員
と
し
て
、
ハ
ワ
イ
準
州
の
合
衆
国

併
合
に
尽
均
知
事
と
し
て
は
ホ
ノ
ル
ル
に
あ
る
州
費
壱
ル
の
建

設
、
ハ
ワ
イ
大
学
の
レ
ベ
ル
向
上
、
そ
の
他
数
々
の
功
績
を
残
し

た
。
カ
カ
ア
コ
の
海
岸
近
く
に
立
つ
ハ
ワ
イ
大
学
医
子
部
に
は
、

玄

p
p密
自
箆
星
仏
玄
怠
富
市
の
名
か
冠
せ
ら
れ
て
い
る
。

私
の
ハ
ワ
イ
暮
ら
し
も
初
年
を
超
え
ま
し
た
が
、
今
年
中
に
は
ハ

ワ
イ
を
引
き
払
い
、
日
本
に
落
ふ
豆
看
く
つ
も
り
で
す
。
日
本
で
は
旧

友
と
の
親
交
を
深
め
、

日
本
の
食
事
、
四
季
、
地
方
の
よ
さ
を
あ
じ

わ
い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
ハ
ワ
イ
に
つ
い
て
の
感
想
は
多
々
あ

り
ま
す
が
、
み
な
さ
ま
に
ホ
親
近
感
の
あ
る
ハ
ワ
イ
に
つ
い
て
、
こ

れ
も
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
品
U

い
で
、
こ
の
拙
稿
を
寄
せ
さ

せ
て
頂
ま
し
た
。
ハ
ワ
イ
の
日
系
人
が
い
た
高
い
地
位
の
基
盤
と
な

っ
た
歴
史
の

一
事
主
読
み
取
り
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

士
を
開
業
し
て
い
た
。
ハ
ワ
イ
で
は
、

4
4
2
連
隊
退
役
軍
人
ク
ラ

ブ
が
で
き
、
イ
ノ
ウ
エ
氏
は
そ
の
リ
ー
ダ
ー
格
だ
っ
た
。
整
宵
を
受

け
、
社
会
人
に
な
っ
て
い
た
元
日
系
兵
士
た
ち
、
日
系
人
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
は
、
盤
剛
、
戦
中
に
バ

l
ン
ズ
氏
が
示
し
た
日
系
人
へ
の
昼
寝

を
忘
れ
て
い
な
か
っ
た
。

4
4
2
連
隊
退
役
軍
人
ク
ラ
ブ
は
、
パ
ー

ン
ズ
氏
を
名
誉
会
員
と
し
て
招
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

1
9
5
7

年
、
民
主
党
は
つ
い
に
パ
|
ン
ズ
氏
を
連
邦
下
院
議
会
に
送
り
込
ん

だ
。
パ
1
ン
ズ
氏
ら
の
努
力
も
あ
り
、

1
9
5
9年
5
月
、
ハ
ワ
イ

準
州
は
、
念
願
叶
っ
て
ア
メ
リ
カ
A
甲
衆
国
に
併
合
さ
れ
た
。
そ
の
年

パ
l
ン
ズ
氏
は
、
最
初
の
知
事
選
に
出
馬
し
た
が
、
共
和
党
の
地
中
州

知
事
現
職
に
敗
れ
た
。
し
か
し
パ
1
ン
ズ
氏
は
自
分
の
あ
と
イ
ノ
ウ

エ
氏
を
下
院
議
会
に
送
り
込
む
。

1
9
6
2年
、
パ
l
ン
ズ
氏
は
州

2
代
目
の
知
事
に
就
任
、

3
期
目
に
は
副
知
事
と
し
て
、
も
と
陸
軍

情
報
部
員
で
あ
っ
た
ジ
ョ
ー
ジ

・
ア
リ
ヨ
シ
氏
を
起
用
す
る
。
パ
ー

ン
ズ
氏
は
、
ア
リ
ヨ
シ
氏
会
白
分
の
後
継
者
と
見
据
え
育
て
よ
う

と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ア
リ
ヨ
シ
氏
は
パ

l
ン
ズ
氏
の
後
、

3
期

ロ
年
知
事
を
つ
と
め
た
。
そ
の
あ
と
、
知
事
に
は
ハ
ワ
イ
系
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
系
、
白
人
系
の
人
た
ち
が
つ
い
た
が
、
現
在
は
再
び
日
系
の

写真は、 1959年刊涜議員に当選した、イノウエ氏夫妻を祝うパーンズ氏。
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